
指導日誌より

・土岐駅ベルマートの方が「今年の子どもたちは

落ち着いていて安心です。」と言われていた。宝

島土岐店では「問題はありません。」とのことで

したが、「時々顔を出しますので、気になること

があったらお知らせください。」とお伝えしまし

た。（5/14 泉 9）

・駅ロータリーのトイレ前で男子少年３人が飲食し

ていた。ゴミを持って帰るように話した。高３の

男子が２人、階段前に座っていた。話しかけると

部活が終って帰りが早くなったとのこと。勉強を

頑張りますと言っていた。（5/14 特Ａ）

・小学生の下校時にあいさつや安全な下校とな

るよう声かけし、一緒に下校しながら地域を回っ

た。（5/21 曽木 5）

・駅東の駐輪場近くの地下道入口に少年男子５人

が座りこんでいたが、自分からあいさつしてく

れた。（5/22 肥田 7）

・肥田のバロー土岐店で有職少年に声かけ。駅周

辺で高校生らしき子（私服で分からない）に声か

けすると、あいさつを返してくれた。（5/22 泉 8）

・小中学生の下校時間帯であったため、多くの児

童生徒の姿が見られ、声かけをすることが出来

た。（5/23 下石 2）

・駅前の駐輪場にタバコのすいがら、ゴミが多い。

昨年度より増えた。（5/27 土岐津 1）

・下校する生徒に「気を付けてね」「さようなら」

と声をかけると、気持ちよく返してくれる子が多

かった。横断歩道で自転車に乗ったまま渡ろう

とする子に「降りて渡ってね」と言うと、きちん

と降りて渡っていた。（5/28 鶴里 4）

・新年度、新メンバーでの活動という事でルート

の見直しを行った。防犯カメラの位置なども確

認。根本交流センターや駅、スーパー等で声か

けしたが、土曜日のお昼で、いつもより子どもた

ちが少なかった。（5/10 根本 10）

・少年男子７人が駅北エレベーター横でタバコを

吸っていた。やめるように声かけした。あまり良

い反応ではなかった。その後、駅前交番に連絡し

た。（5/13精華 2）

・雨の中の巡回でしたが、学校から帰ってくる子

どもたちの表情はいつも晴れやかで、元気をも

らった。（5/15 脇之島 12)

・公園で遊んでいた小学生に声かけ。元気な声が

返ってきた。池の近くへひとりで行こうとしてい

る小学生に注意した。（5/17 共栄 3）

東濃西部少年センター 平成 26年６月15日発行

◆◆◆ ５月 声かけ活動の結果 ◆◆◆

多治見地区 瑞浪地区 土岐地区 合計

指 導 人 数 １０  １  3  １４

声 か け 人 数 3４４  １２３  ２２３  ６９０

指 導 員 参 加 者 ７１  ３０  ４７  １４８  

＝多治見地区＝

＝土岐地区＝



・とても爽やかなあいさつが多く、気持ちが良い。

新任の方々も積極的に声かけをして下さり良か

った。（5/22 養正 1）

・小６男子の自転車３人組がいた。その内１人はヘ

ルメット未着用だったので注意した。小４の男子２

人が花の丘公園のトイレの屋根に上っていたの

で下りるように注意した。（5/23滝呂 8）

・日曜日の午前中、地域で行われたマレットゴル

フ大会で、参加していた子どもたち大勢に声を

かけることが出来た。（5/25 南姫 9）

・常盤神社前土岐川河川敷の暗闇の中に人影が

あり、声をかけてみると３０代位の男性。「涼んで

いる」と言ったが、様子が変だった。気を付けて

くださいと声をかけた。瑞浪駅駐輪場には、他県

のバイクや自転車が数台置いてある。盗難車な

のかほこりもかかっておりしばらく使われた様

子はない。（5/16 日吉 I）

・帰宅中の高校生に声かけ。あいさつをしっかりし

てくれた。駅利用者のゴミが多くあった。（5/17

釜戸 G）

・朝の校門は３年生が修学旅行に行き、人数が少

なかったが皆元気良くあいさつを返してくれま

した。雨でしたが予定通り行うことが出来、１年

間続けて行きます。（5/21 陶 E）

・駅前周辺にゴミ、タバコのすいがらが多数あっ

た。高校生に声かけすると明るく返してくれる。

気持ちがいい。（5/22 土岐Ｃ）

・駅裏で１８歳前後の少年２人の内、１人がタバコを

吸っていたので注意した。バロー裏１９号地下通

路にタバコのすいがらが３０本近くあった。ペット

ボトルも多かった。（5/24 瑞浪Ａ）

５月１０日の委嘱式の後からでしたが、５月もほとんどの班で声かけ活動を実施していただきまし

た。ありがとうございました。新任指導員の皆さんにははじめての活動だったわけですが、子どもたち

への声かけはいかがでしたでしょうか。声かけ活動やあいさつ運動は、１回･２回やって何かが変わる

という事が望めない地味な活動ですが、子どもたちの成長を支援していくという大人の“心構え”を伝

え、いざという時に支えていく基盤をつくる大切な活動です。どうぞ１年間よろしくお願いします。

指導日誌への記入漏れが一部ありました。大事な記録となりますので漏れの無いようにお願いしま

す。また、コメント記入欄はどんなことでも結構です。子どもたちの様子や感じた事、地域の情報や連

絡事項など、せっかく活動して頂いているわけですから、是非ひと言でも書いていただきますようにお

願いします。

瑞浪Ｉ班の指導日誌に、「駐輪場にしばらく使用された様子のないバイクが置いてある。」と記載され

ていました。交番に確認したところ「駐輪場内に止めてある場合は判断が難しいと思うが、ナンバーを

知らせてもらえば盗難車かどうか調べ、盗難車である場合は警察で対処します。」とのことでした。参

考にしてください。

センターから

“垣根”は相手がつくっているの

ではなく、自分がつくっている。

       ─アリストテレス

こちらが警戒していると相手もそれを

感じて警戒してしまいます。ありのまま

の自分で接すれば相手も心を開いてくれ

ます。声かけにも言えそうな気がしませ

んか。

“垣根”は自分がつくっている

＝瑞浪地区＝
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